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表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
表
決
は
、
議
会

の
審
議
過
程
に
お
け
る
最

終
手
続
に
な
り
ま
す
。

　

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」
と
「
簡
易
表

決
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

「 
表　

決 
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
が
ん
予
防
対
策
の
さ
ら
な
る
充

実
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
が
ん
検
診
の
受
診

控
え
が
懸
念
さ
れ
る
。
子
育
て
メ

ー
ル
「
あ
や
ぴ
ぃ
の
子
育
て
お
役

立
ち
情
報
」
を
活
用
し
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
状
況
で
あ
る
と
、

若
い
世
代
へ
情
報
発
信
し
て
は
。

　

Ａ　

子
育
て
世
帯
が
受
診
を
控

え
な
い
よ
う
、
子
育
て
メ
ー
ル
を

活
用
し
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

国
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク
チ
ン
接
種

の
情
報
提
供
を
す
る
よ
う
勧
告
さ

れ
た
が
、
対
象
者
へ
の
対
応
は
。

　

Ａ　

国
よ
り
接
種
機
会
確
保
の

方
針
が
示
さ
れ
、
積
極
的
勧
奨
は

控
え
る
旨
も
記
載
し
、
定
期
接
種

期
限
が
令
和
２
年
度
末
の
高
校
１

年
生
に
は
、　

月
末
に
通
知
し

１０

た
。
定
期
接
種
対
象
の
中
学
生
に

は
、
年
度
末
ま
で
に
順
次
個
別
の

通
知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

Ｑ　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
調
べ
る
検

査
の
検
診
で
の
実
施
を
推
奨
し
た

が
、子
宮
が
ん
検
診
と
の
併
用
は
。

　

Ａ　

国
の
指
針
が
示
さ
れ
た
際

に
は
、
子
宮
が
ん
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
の
併
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

が
ん
発
症
の
危
険
性
を
早

期
に
発
見
で
き
る
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
は
大
切
で
あ
る
。
検
診
の
受

診
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
か
。

　

Ａ　

対
象
年
齢
の
拡
大
や
有
効

性
を
調
査
・
研
究
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
対
象
者
に
は
、
引
き

続
き
周
知
に
努
め
て
い
く
。

公
明
党 

内
山　

恵
子

受
診
控
え
が
懸
念
さ
れ
る

が
ん
検
診
の
さ
ら
な
る
充
実
を

●
複
合
災
害
に
対
す
る
取
組
に
つ

い
て

　

Ｑ　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

は
、
費
用
面
の
負
担
が
大
き
い
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
化
事
業

で
一
時
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
委

任
払
い
制
度
を
導
入
し
て
は
。

　

Ａ　

委
任
払
い
制
度
は
、
他
の

補
助
事
業
で
も
導
入
し
て
お
り
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る

た
め
、
一
人
一
人
が
作
成
で
き
る

よ
う
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
様
式

を
、
広
報
あ
や
せ
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
し
な
い
か
。

　

Ａ　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
保

存
版
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
適
切

な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
た
い
。

　

Ｑ　

防
災
メ
ー
ル
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
避
難
行

動
通
知
の
受
け
取
り
や
、
災
害
に

よ
る
破
損
物
を
市
に
通
報
で
き
る

機
能
が
提
供
さ
れ
る
。
本
市
で
も

導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

Ａ　

双
方
向
で
の
情
報
提
供
は

有
効
な
手
法
だ
が
、
情
報
の
正
確

性
の
判
断
な
ど
課
題
も
あ
り
、
先

進
市
の
活
用
事
例
な
ど
を
見
定

め
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党 

三
谷　

小
鶴

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
化
補 

助
事
業
に
委
任
払
い
の
導
入
を

　

Ｑ　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
当

た
る
土
地
の
所
有
者
が
、
土
砂
災

害
に
備
え
た
対
策
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
補
助
金
制
度
で
の
支
援
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市

も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

Ａ　

現
在
、
補
助
制
度
導
入
の

考
え
は
な
い
が
、
区
域
の
現
状
や

国
・
県
な
ど
の
状
況
を
注
視
し
、

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
及

び
市
民
の
影
響
に
つ
い
て

　

Ｑ　

あ
や
せ
得
々
ス
ペ
シ
ャ
ル

グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン
は
、
飲
食
店
や

利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

利
用
期
間
の
延
長
と
、
助
成
の
増

額
を
検
討
し
て
は
。
ま
た
、
感
染

拡
大
が
続
く
中
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

　

Ａ　

助
成
の
増
額
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
の
感
染
状
況
や

国
・
県
の
動
向
に
よ
り
、
利
用
期

間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
際
に

も
利
用
を
一
時
停
止
し
、
利
用
期

間
の
延
長
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら

な
る
感
染
拡
大
に
よ
り
、
商
業
や

産
業
に
影
響
が
出
る
場
合
に
は
、

必
要
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

感
染
症
が
長
引
き
、
休
業

や
失
業
に
よ
り
減
収
し
、
日
々
の

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
困
窮
し
た
市
民
の
生

活
面
な
ど
の
相
談
状
況
は
。

　

Ａ　

令
和
２
年
度
の
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
事
業
で
の
相
談

件
数
は
月
平
均　

件
で
、
元
年
度

６０

の
約
３
倍
で
あ
る
。引
き
続
き
、相

談
窓
口
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

相
談
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う

創
政
会 

齊
藤　

慶
吾

グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
期
間 

を
延
長
し
増
額
を
検
討
し
て
は

寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
員
を
１
名
増
員
し
対
応
し
て
い

る
が
、
年
末
年
始
に
向
け
相
談
件

数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
相
談

体
制
を
さ
ら
に
拡
充
し
な
い
か
。

　

Ａ　

生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
同
席
し
、
必
要
に
応
じ
て

生
活
保
護
関
係
の
相
談
も
受
け
て

お
り
、
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

１２月１０日から１３日まで、新型コロナウイルス感染防止対策を講じて、「綾瀬市美術協会展」
が開催されました＜市役所７階市民展示ホールにて＞

●
移
住
・
定
住
化
に
向
け
た
取
組

と
課
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
在
宅
勤
務
が
増
え
、
住
環
境
の

改
良
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
は

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
へ
の
助

成
を
行
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
、
市
内
経
済
の
起
爆
剤
に
な

る
と
考
え
て
お
り
、
国
の
財
源
活

用
を
含
め
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

移
住
・
定
住
化
の
支
援
で

は
、
交
通
利
便
性
向
上
や
居
住
環

境
整
備
、
雇
用
創
出
な
ど
の
施
策

が
必
要
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
新
た

な
生
活
な
ど
を
模
索
す
る
機
運
が

高
ま
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を

支
え
る
人
材
の
居
住
に
つ
な
が
る

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

Ｑ　

三
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住

支
援
事
業
は
、
人
口
増
だ
け
で
な

く
、
働
く
世
代
が
増
え
、
財
政
面

に
も
寄
与
し
て
い
る
。
今
後
の
事

業
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

Ａ　

従
来
の
目
的
で
あ
る
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
口
構
成
の
実

現
な
ど
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

仕
事
や
生
活
様
式
の
変
容
も
含

め
、
時
代
に
合
っ
た
事
業
へ
の
見

直
し
な
ど
を
調
査
研
究
し
た
い
。

　

Ｑ　

バ
ス
の
運
行
時
間
を
拡
大

し
、
始
発
や
最
終
電
車
の
時
間
に

近
づ
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
バ

ス
事
業
者
を
支
援
し
な
い
か
。

　

Ａ　

始
発
と
最
終
便
の
バ
ス
利

用
者
が
少
な
く
、
時
間
拡
大
は
困

難
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
、
要
望
が
多
い
場
合
は
、
事
業

者
に
伝
え
、支
援
策
を
検
討
す
る
。

創
政
会 

武
藤　

俊
宏

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
化
に
向 

け
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
を

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」


